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Ⅰ.序
給付単位原価計算の原初的な目標は, -一一般に,当該給付単位の原因化した原
価額を知ることにあるとされる[Ⅶrmbaum,KuK3,17]｡このことはすなわち,
厳密な原価計算という意味においては,原価が正確に捕捉され,且つそれが給
付過樺(原価負担者)に比例性原則(proportionalitatsprinzip)に則り合原価発生
原因的に負担させられるべきだということを意味している[vormbaum,KuK4,
15]｡
しかしながら,この命題は自明のものと受け止められてはならない｡何とな
れば,この命題は必ずしも常に実現され得るとは限らないからである｡つま
り,厳密性に関しては,原価計算はその限界をまず計算技術的な困難性に,汰
いで特定の製造法(例えば連産品生産)における特殊性に見出すのが常である｡
しかも,前者の計算技術的な困難性は,多くの場合,絶対的な正確性が要する
に実現され得ないように厳密な原価計算を阻害する｡その主たる原因として,
人は固定費の合原価発生原因的帰属と並んで,多くの原価負担者に配賦される
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べき間接費を挙げることができる[Rasche,KuK, 37f.]｡
かかる計算技術的な困難性を緩和するために,給付単位原価計算はその計算
手続きの中に一一一定のt夫を加える努力を惜しまない｡これについて,ドイツの
識者は凡そ次のように説明する｡
すなわち,原価要素構造計算(Kostenartenstrukturrechnung)一強度計算
(lntrnsitatsrechnung)とも言う-と原価要素展開計算(Kostenartenentwick-
lungsrechnung)一時間比較(zeitvergleich)とも言うーの終了後,給付単位原価
計算は個々の原価要素を製造された叉は製造さるべき給付(原価負担者)に如
何にして且つどれほどの金額を配賦すべきかという問いに答えねばならない｡
この場合,もし当該生産過程において単品生産が行われているならば,この製
品が全ての原価を負担するので,原価の帰属に何らの困難性も生じないが,も
しそこで完全に種類を異にする多数の製品が製造されているならば,個々の原
価負担者に割り当てられる原価要素の割合は様々となる｡もちろん,直接費は
製品に直接課せられるが,同時に多数の製品に関わる間接費については事情が
異なるo　間接費は直接費に対する一一定の付加率を以ては必ずしも一般に原価負
担者に帰され得ない｡というのは,ここでは直接費と間接費の比例性が仮定さ
れているが,この仮定は実際には殆ど成り立たないからである｡ここに,原価
発生場所別計算(Kostenstellenrechnung) -以下,部門別計算と言うーが要請さ
れる｡これは,原価が必ずしも直接に製品に帰され得ない限り,原価をその発
生場所に集め,必要に応じて他の発生場所に配分することをその課題とすると
[Rasche, KuK, 88] ｡
給付単位原価計算がその計算手続きのrPに加えた工夫とは, ｢原価要素別計
算と原価負担者別計算の間の連結環｣ [Rasche,KuK, 89]として挿入した部門別
計算のことであり,次の二つをその課題とする｡すなわち,
(1)給付単位原価計算の基礎として間接費の原価負担者-のでき得る限り厳密
な帰属を吋能にすること
(2)経営活動の統制と管理に資すること
である[ebda.]｡
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この内,後者は冒頭で述べた給付単位原価計算の原初的な目標とは直接には
関係しない派生的な課題と考えられるので,部門別計算に固有の存在理由は前
者に限局される｡本稿は,部門別計算が果たして本当に間接費の原価負担者へ
のでき得る限り厳密な帰属を可能にする工夫であるかどうかを,既に開発済み
の｢原価歪曲差異(Kostenverzerrungsabweichung)｣ [夷谷,実際原価差異]という
用具を使い,且つ原価データの秘匿性に鑑み, ｢シミュレーション支援原価計
算｣ [schafer-Kunz, PdsK]の構想に則った｢原価シミュレーション｣ [Wunder-
lich,RK,255ff.]実験によって確かめることをその課題とする｡次には,行論の
便宜のため,原価歪曲差異について簡単に取り纏めておきたい｡
Ⅰ.原価歪曲差異の計算公式
今日,我々が一般に受け入れている原価定義は, Schmalenbachのいわゆる
価値的原価概念に由来する｡すなわち, 1919年に発表された彼の記念碑的論
文『集成原価計算Ⅰ』によれば,原価は
｢集成原価計算(selbstkostenrechnung)の意味における原価とは,給付のた
めに費消された財の比較価値である｣ [schmalenbach, S, 270]
と定義される｡しかも,ドイツ経営原価論では,原価計算はかかる原価概念の
単なる｢験証モデル｣ [Engelmann,E,559]と看倣されている｡それは,原価概
念が給付単位原価計算のいわゆる｢原価および原価計算公式｣ [Kloidt, K, 16]
を直接に導くからに他ならない｡
そこで, Schmalenbachの価値的原価概念を三つの構成要素に分け,それら
に記弓･を割り当ててみよう｡すなわち, ｢集成原価計算の意味での原価｣に記
弓一k, ｢給付のために使われた財種類iの費消量｣に記号e,そして｢比較価値
乗数｣に記号pを割り当てると,今日,我々が給付単位原価計算に実際に適
用している｢原価および原価計算公式｣
(2-1)　　　ki-pi･ei
が得られる｡
両河の間の地メソポタミアで生誕して以来,四～五千年間変わらないこの原
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価の計算公式[夷谷,実在証明]は, ｢給付単位原価計算の基本公式｣ [Kosiol,
HdR,884]として直接費の計算ばかりか,間接費の配賦にも適用される｡なぜ
なら,給付単位原価計算における間接費配賦では,配賦基準事項に操業度(直
接作業時間や機械運転時間など)を選び,間接費総額Kを直接作業時間総数
や機械運転時間総数などの配賦基準事項総数Eで除して間接費配賦率p-K/E
を求めた後,個々の給付iのために費消された配賦基準事項数eiを乗じて間接
費配賦額kiを算出するので,これを記号化すれば,間接費配賦のこのプロセ
スは
(2-2) ki-告･ei - ki-p･ei
と　一般化でき, (2-1)式に合致するからである｡そこで,以下これを｢間接
費配賦公式｣と呼ぶ｡ただし,ここで間接費総額Kと間接費配賦額kiの間,
および配賦基準事項総数Eと個々の配賦基準事項数eiの間に,次の｢間接費
配賦条件｣
(2-3)
K-∑ki
E -∑ei
が成り立たねばならない｡
一方,その時々の費消量や操業度eiにおいて実際に発生する直接費または
間接費の金額kiAは,固定費Fと変動費Ⅴ (-Ⅴ･ei)の和である｡なぜなら,
ドイツの教科書では, ｢実際原価計算(Istkostenrechnung)は給付製造の際に
実際に発生した数量をそれに相応した価格で評価し,製造した製品数に関係す
る全ての原価を捕捉する｡つまり,
製品単位当り原価k-全体原価(-固定費F+変動費Ⅴ)製品数Ⅹ
あるいは
k-i･V
である(記号変更)｣ [Rasche,KuK,44]と概念規定されるからである｡それ故,
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(2-1)式や(2-2)式に対応する実際原価関数を
(2-4)　　kiA-F+Ⅴ･ei
と表そう｡ここでVは,費消量または配賦基準事項単位当たりの変動費(変動
費率)である｡すると,一方における(2-1)式または(2-2)式と,他方に
おける(2-4)式とから,伝統的全部原価計算における原価歪曲生成のメカニ
ズムが図表2-1の如く明らかとなる｡
図表2-1原価歪曲の生成メカニズム
el-
この図において,原点oから右卜がりに経過する直線は(2-1)式または
(2-2)式を以て計算される理論上の直接費額または間接費配賦額を示し,固
定費Fから右上がりに経過する直線はそれに対応する実際原価額を示す線分
である｡それ故,その時々の費消量または配賦基準事項数eiが0<ei<exの操
業領域にある時には,理論上の直接費額または間接費配賦額が実際原価額に及
ばないため, △FOXの原価不足が,そしてex<ei<epの操業領域にある時に
は,逆に理論上の直接費額または間接費配賦額が実際原価額を上回るので, △
ⅩkikiAの原価超過が発生する｡従って,計算誤差が生じないのは,その時々の
費消量または配賦基準事項数eiが二つの直線の交点Ⅹに対応する操業度exを
実現する場合のみである｡以下,便宜のため,この交点の費消量または配賦基
準事項数exをHantkeに倣い｢正常操業度｣,原価計画を立てる際に基準とす
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る費消量または配賦基準事項数epを｢予定操業度｣と呼ぶことにする[S.Han-
tke, TVdK, 93] ｡
この場合,正常操業度exは次で計算できる｡すなわち,この操業度では(2
-1)式または(2-2)式のkiと(2-4)式のk.Aとは等しくなるので, pi･ex
-F+Ⅴ･exより
(2-5)
Fex=前う
である｡
今や, ｢原価歪曲(Kostenverzerrung)｣ [Glaser, PuK, 28f.]とは何かを定義でき
る｡原価歪曲とは直接費と間接費の計算における真実の倦からの乗離を言い,
本稿においては真実の情を実際原価関数で代弁させるものとする｡それ故,
この場合,我々はその時々の費消量または配賦基準事項数eiにおける理論上
の計算値kiとこれに対応する実際原価関数の値kiAとの差額をもって原価歪曲
を測定できるので,この差額diVを｢原価歪曲差異(Kostenverzerrungsab-
weichung) ｣
(2- 6)　　diV-ki-kiA
と呼ぶ｡
Ⅲ.システムと実験条件の選定
1)システムの選定
さて,部門別計算が｢原価透明性(Kostentransparenz) ｣ [Reckenfelderbaumer,
EuP,98]の回復,すなわち間接費の原価負担者へのでき得る限り厳密な帰属を
可能にする工夫であるかどうかをシミュレーション実験によって確かめる段階
に立ち至った｡しかし,無用の混乱を防ぐため,その前に実験の任に堪え得る
給付単位原価計算のシステムを特定しておきたい｡
実験の任に堪え得るシステムは製品単位原価算出の手続きが煩雑でなく,且
つ原価要素別計算一以下,費目別計算と言う-から原価負担者別計算一以下,
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製品別計算と言うーを経て月次損益計算に至るその全手続きについて,処理さ
れるデータが連続していることが望ましい｡前者はシステムの複雑化を避け理
解を容易にするために,そして後者は原価計算の多くの教科書に散見される
データの断片化を避けるために不可避の要件だからである｡
この二つの要件を具備するシステムとして,ここでも既稿[夷谷,実際原価差
異]ほかと同じく日本生産性本部(規･社会経済生産性本部)原価計算委員会の
編纂になる『集計表方式による原価計算』 [JPC,原価(3)]を用いるものとす
る｡その理由もまた既稿で述べたところと同じであり,本書が類書には見られ
ない次の特徴を持つからである｡すなわち,
(1)日本生産性本部原価計算委員会から昭和33年9月に刊行された本書の前
身である『中小企業のための原価計算』は,同委員会の委員長が中西虎雄
教授であったこと,また関係者の間で｢一般指針｣と呼ばれて来たことな
どの事実からも容易に推察できるようにUPC,原価(3). i],現在の｢原価
計算基準｣の母体となっていること｡
(2)原価計算手続きの簡素化と迅速化を考慮して集計表方式を採用しているこ
と｡ここに集計表方式とは,材料費,労務費,経費の各計算について材料
費集計表,労務費集計表および経費集計表を設け,原価計算期末にそれぞ
れの合計数値をもって費目別原価計算表を作成し,これから部門費集計表
を経て,原価計算表(票)で製品単位原価を算出すると共に,この製品単
位原価情報を製品元帳に送り,売上原価集計表と売上集計表とから月次損
益計算表を完成するシステムをいう　UPC,原価(3), 133f.]｡
(3)費目別計算から月次損益計算に至るまでの全計算手続きについて統一--した
仮設データを用い,各集計表間のデータの繋がりを細かく示しているこ
と｡しかも,ここに言う仮設データとは, 1975年度版の中小企業庁編
『中小企業の原価指標』の全国製造業総平均実績数値を言い[JPC,原価
(3), iii],決して現実から遊離したものではない｡
である｡便宜のため,以下このシステムを｢JPC原価計算｣と仮称するものと
する｡
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2)実験条件の設定
JPC原価計算では,このように,費目別計算から月次損益計算に至るまでの
全計算手続きについて原価データの連続性が期待できる｡しかしながら,我々
の当面の目的,すなわち部門別計算が原価透明性の回復に役立つ給付単位原価
計算上の有用な工夫であるかどうかを調べるためには,費目別計算から製品別
計算までの間接費のデータを準備すれば足りる｡より具体的に言うと,
(1)費目別計算であるが,これについてはその最終結果である費目別原価計算
表をのみ用意すれば良い｡
(2)部門別計算については,これが部門共通費と補助部門費の配賦の二つの手
続きから成ることに鑑み,部門共通費配賦表と補助部門費配賦表,あるい
は部門費集計表を用意する必要がある｡
(3)製品別計算については,上で述べたように,給付単位原価計算の計算技術
的な困難性が種類を異にする多数の製品が製造されている場合に目立って
くることに鑑み,個別原価計算(付加原価計算)を取り上げるので,製造
間接費配賦表あるいは部門間接費配賦表と原価計算票を用意する｡
である｡
次に,部門別計算の有用性をシミュレーション実験で確かめるため,
(1漕BP関り計算を経ず,費目別原価計算表から直接に個別原価計算を行う場合
(ケース1)と,
(2)費目別原価計算表に集計された直接費は部門別計算を経ずに直接に個別原
価計算に送るが,費目別原価計算表に集計された間接費は部門別計算を経
て個別原価計算を行う場合(ケース2)
の二つのケースについてそれぞれ原価歪曲差異を計算する｡
この何れにあっても,差異の計算に際しては次の点に留意することが肝要で
ある｡すなわち,図表2-1の図解からも分かるように,歪曲差異diVの大きさ
は配賦線と実際原価関数の交点Ⅹの位置ばかりか,固定費Fの多寡によって
も変化する｡しかも,図表2-1からは,配賦に適用されるその時々の操業度
(配賦基準事項数) eiが交点Ⅹから遠ざかれば遠ざかるほど,差異額が大きくな
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図表3-1歪曲差異計算プログラム
F-BASIC V 6. 0
PackO歪臥　BAS
IOdata個別擬価計算(部門を経由しない場合)
data 10606400, 32900 : '間接費予定額と予定操業度
100data個別原価計算(部門を経由する場合) -製造部門I
data5460000, 21000 : '間接費戸定額と予定操業度
110data個別原価計算(部門を経由する場合)一製造部門2
data2975000, 11900 : '間接費予定額と予定操業度
120data個別原価計算(部門を経由する場合)一一一般費部門
data2171400, 32900 : '間接費予定額と予定操業度
1000'主プログラム
gosub2000: 'データー読み込み
gosub 4000: '交点Xの計算と表示
gosub 3000 : '歪曲差異の計賃
end
2000'タイトル表示とデータ読み込み
cls : defdbl a-z
print "プログラム名:PackO歪曲. BAS"
print "歪曲差異の計算プログラム(交点Ⅹ=50% &F=Ⅴの自動決定)" :print
restore 10 : read TrLS, KS, ⅩS
KSO=KS : KS-KS/XS : SUM-0 : SUMABS=0 :TOTAJ,=O
print TTLS
print "間接費予定額-" :KSO; ''予定配賦率='';〔int (KS*100)/loo;山戸走操業度=" ;XS
input "ok'';QS:print
return
3000 '歪曲差異の計算
input H調査する操業度(終了:0) =◆●;X
TOTAL = TOTAL + X
ifx-0 then return'if TOTAL>XS then beep : goto 3000
KOSTP - KS★X
KOSTE=KF + KV★X
VARJANCE = KOSTP - KOSTE
SUM = SUM +VARNCE
SUMABS ≡ SUMABS + abs (VARnNCE)
printusing山操業度キ州言の歪曲差異=納言出納,累計=川棚川棚,絶対値累計=榊柳川#榊∴
X, variance, sum, sumabs : 'Iprint
goto 3000
return
4000'交点Ⅹ-50% &固定費F=変動費Vの決定
KF-0
A12-XS/2
KOSTP=KS* (XS/2) :print using "交点X-ど,+榊‡の配賦原価-脚士州榊∴a12, KOSTP
4050'ループ
KF-KF+1
KV-KF/XS
KOSTE = KF + KV'A 12
if KOSTP< KOSTE then 4060
goto4050
4060KP 12=KF+KV★A 12
print using "交点Ⅹ=頼榊の実際原価=榊細湘相, " ;A12, KOSTE
printusing "固定費F-拙梱脚;,変動費率V=糊日立,変動費V二年榊糊帆" ;KF,KV.KV★XS
print
return
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る傾向が読み取れる｡そこで,シミュレーション実験を設計するに当たり,二
つの必要条件, ex-50%とF-Ⅴを満たす交点Ⅹの位置を図表3-1のEDV
プログラム"PackO歪曲. BAS"で決定することとした｡このプログラムはMi-
crosoft Windows配下の富上通F-BASIC V6.0でコーディングされているが,
特殊な命令は使っていないので, Windowsに標準搭載のQBASICを始めとす
る他のBASICや,流通している適当なコンバータを用いればCやFORTRUN
などの他の高級言語でもそのまま叉は若干の修正で実行できるはずである｡
プログラム"PackO歪曲. BAS"はラベル2000で冒頭部に記述されている
データを読み込んだ後,ラベル4000で交点Ⅹの位置を,正常操業度ex-50%
のところに,且つ予定操業度epでの固定費Fと変動費Ⅴの金額がそれぞれ等
しくなる様にラベル4050の増分ループを使って決定する｡なぜなら,この二
つの条件を満たすとき,配賦不足と配賦超過の面積を等しくすることができる
からである｡そして,もし必要あれば,ラベル3000において希望する操業度
eiの歪曲差異を計算して終了する｡
Ⅳ.ケース1
直接費と間接費を共に部門別計算を経由せず,費目別原価計算表から直接に
個別原価計算を行う場合には,部門間接費配賦衣に代えて製造間接費配賦表を
作成しなければならない｡シミュレーション実験のスタートとなる費目別原価
計算表は図表4-1のとおりである[JPC,原価3), 44f.]｡
JPC原価計算の想定する仮設企業は,二つの製造部門(機械加下部と組立部)
と二つの補助経営部門(動力部と修繕部)の他,一一一つの一般費部門を有する中小
企業である｡この場合,製造部門は何れも手作業が主であり,生産資料として
図表4-2の作業月報(一部修正)のみが与えられたものとする[JPC,原価
(3), 36]｡敷街するまでもなく,この仮定は実験の単純化のためばかりでな
く,ケース1とケース2の比較に個別原価計算の配賦結果を影響させないため
でもある｡また,当該予算期間における製造間接費の予定額が10,606,400
ト㌦　予定直接作業時間総数が機械加t部21,000h,組立部11,900hと見積も
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図表4-1費目別原価計算表
材料費 劔┼k??
製造原価 儂??｢?剞ｻ造原価 剩?p額 
主要材料費 買入部品費 ??????"ﾃ????30,021,000 2,809,000 ?ﾉ???????途ﾃ????途ﾃ##Rﾃ??
小計 ?"ﾃ????32,830,000 傅ﾈﾇb?rﾃ????途ﾃ##Rﾃ??
補助材料費 都?ﾃ??700,000 ?ﾉ????I??ｾ?都sRﾃ??都sRﾃ??
丁場消耗晶費 塔???80,000 亊I?ﾔ???鼎#Rﾃ??鼎#Rﾃ??
消耗⊥旦器具備品費 ?#???120,000 亶鮎i,??ｸｹ{??ｼh醜?u韶?b??Xｸｹu闖?hｾ?ｩ?ﾈｧ｢??浦?丑??"ﾃ??#Cbﾃ???S?ﾃ??ィﾃ??づ???"ﾃ??#Cbﾃ???S?ﾃ???Bﾂｓ??ﾃ??
小計 涛?ﾃ??900,000 傅ﾂ?v ?ﾃ?????ﾃ????
合計 ?2ﾃs?ﾃ??33,730,000 俘xﾇb?ﾄ???????#sRﾂｓ??
製造原価構成比 費用額構成比 鉄偵3r?9.15 ?ｹ?ﾋH廁ﾕﾉ????ｨﾕﾉ?NB??縱??ゅ??
経費 劍ﾘxﾇb?ｹ?ﾋH幵?ｼ間構成比 製造原価 ?
製造原価 儂??｢?
外注加1二賃 型代 澱ﾃ????scrﾃ??6,153,000 769,000 ? 
小計 澱ﾃ?rﾃ??6,922,000 鼎bﾃs?ﾃ??82.30 
厚生費 減価償却費 賃借料 保険料 修繕料 電力料 ガス代 公租公課 旅費交通費 雑費 塔?ﾃ???s?ﾃ??#S????ﾃ??SC???c3Rﾃ??SBﾃ??????C?ﾃ???3S???890,000 1,780,000 250,000 90,000 540,000 635,000 54,000 100,000 411,000 1,350,000 ? 
小計 澱ﾃ????6,100,000 ??????17.70 
合計 ?2ﾃ?rﾃ??13,022,000 鉄bﾃscrﾃ??100.00 
製造原価構成比 費用額構成比 ?"纉2?2.83 ???
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図表4-2　作業月報
時間 ?ﾉ?ﾞﾈｼh鳧ｭB?劔間接 時間 ?ｸ,ﾉ??隴B?㈹v 
指図書番号 ?"?2? 迭? 傅ﾈﾇb?
機械加工部 ?ﾃ?R?20 ?ﾃc3?1,840 迭ﾃCCR?,350 ?づ??1,500 鼎#?19,920 
組立郡 ?ﾃCコ?65 ?ﾃ鉄?1,500 ?ﾃ??2,000 ?"ﾃS??,000 田??5,100 
合計 ?ﾃ3??,685 澱ﾃS??,340 湯ﾃ#CR?,350 ??S??,500 ?ﾃ??35,020 
図表4-3　製造間接費配賦表
指図書番弓. 冰ﾉ.烏ｩXｩzb?z賦基準事項蓑 僭ｩXｨｧ｢?
(H/h) 中ｒ?円) 
1 ?#"??3,300 ?ﾃ?2ﾃツB?
2 ?#"??1,685 鉄C2ﾃ#??
3 ?#"??6,580 ?ﾃ??#??
4 ?#"??3,340 ?ﾃ?bﾃsS?
5 ?#"??9,245 ?ﾃ塔?C3?
6 ?#"??6,350 ?ﾃ?rﾃ?2?
合計 ?30,500 湯ﾃ?"ﾃcc"?
られたと仮定する｡
この設例について製造間接費配賦表を作
成するには,まず最初に,製造間接費の予
定配賦率を
10,606,400円
32,900h
-322.38円/h
と計算し,これを製造間接費配賦表の予定
配賦率欄に記入しなければならない｡そし
て次に,作業月報の合計行から実際の直接
作業時間数を調べ,これを製造間接費配賦
表の実際配賦基準事項数欄に記入して各指
図表4-4　原価計算票
指図書番号1
数量10台
費目 仞?｢?
直接材料費 都sづ?2?
主要材料費 
買入部品費 ?cRﾃS??
小計 ?ﾃ?2ﾃSS2?S2ﾃsS?
直接労務費 
概観丁賃金 
組立工賃金 ?途ﾃ??
小計 都S?sS?C????
直接経費 
外注加一二賃 
型代 ?づ??
小計 鉄づ??
直接費計 ?ﾃゴ"ﾃ3??
製造間接費 ?ﾃ?2ﾃツB?
合計 ?ﾃ?bﾃ?r??
他勘定振替 
他勘定より振替 
他勘定へ振替 ??
小計 ??
仕損費 ??
製品製造原価 ?ﾃ?bﾃ?r?
製品単位原価 ??ﾃc??
図書への配賦額を求めねばならない｡こうして完成した製造間接費配賦表は図
表4-3のとおりである｡また,本表から指図書番号1の原価計算票を作成す
れば,図表4-4のようになる｡ただし,ここでは直接費のデータは本実験の
成否に直接影響を与えないので,仮定の数倍を使用した｡
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図表4-5　部門非経由個別原価計算の歪曲差異
プログラム名:PackO歪曲. BAS
歪曲差異の計算プログラム(交点Ⅹ-50%&F-Ⅴの自動決定)
個別原価計算(部門を経由しない場合)
間接費予定額- 10606400　　予定配賦率-322. 38　　予定操業度-32900
交点Ⅹ-16450の配賦原価-5,303,200
交点Ⅹ-16450の実際原価-5,303,200
固定費F-3,535,467　　変動費寧Ⅴ-107.46　　変動費Ⅴ=3,535,467
操業度3300の歪曲差異ニー2,826,224　累計-　-2,826,224
操業度1685の歪曲差異ニー3,173,323　累計-　-5,999,548
操業度6580の歪曲差異ニー2,121,280　累計- 18,120,828
操業度3340の歪曲差異- -2,817,628　累計- -10,938,456
操業度9245の歪曲差異ニー1,548,513　累計ニー12,486,969
操業度6350の歪曲差異ニー2,170,712　累計ニー14,657､682
絶対値累計-　2,826,224
絶対値累計-　5,999,548
絶対値累計-　8 1 0,828
絶対値累計-10,938,456
絶対値累計-12,486,969
絶対値累計-14,657,682
さて,以上で準備が整ったのでいよいよ歪曲差異の計算に入るが,その前に
注意しておかねばならない点がある｡それは,個別原価計算が間接費を予定配
賦するため,間接費配賦条件の内,
(2-3)　　E-∑ei
が満たされなくなるという問題である｡なぜなら,ここでは実際配賦基準事項
数eiの総和が間接費配賦率p-K/Eを算出するベースとなるEと合致しない
からである｡因みに,本例の場合,実際配賦基準事項数の総和は図表4-2の
作業月報から30,500hであるのに対して,製造間接費の予定配賦率322.38円
/hの算出基礎となった時間総数は機械加工部と組立部の合計時間数の32,900
h(-21,000h+ll,900h)である｡プログラム"PackO歪曲. BAS"を使って歪曲
差異を計算する際には,図表3-1に見るように,プログラム冒頭のdata記述
部で後者,すなわち予定操業度の32,900hを与えねばならない｡
プログラム"PackO歪曲. BAS''は製造間接費予定額10,606,400円と予定操
業度32,900hの二つのdataを読み込んだ後,確認のために予定配賦率が
322.38円/hであることを表示する｡次いで,交点Ⅹの位置を予定操業度の真
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ん中の16,450hに定めた後,固定費Fと変動費Ⅴが同額となる変動費率Ⅴの
値をループ演算の方法で探す｡前頁の実行例を見ると,変動費率は107.46円
/hなので,本例での実際原価関数は
(2-4)　　kiA-3,535,467+107.46･ei
と推定される｡
今や,その時々の配賦基準事項数eiにおける理論上の計算値kiとこれに対
応する実際原価関数の値kiAとの差額をもって歪曲差異diVを測定できるので,
プログラムからの問い掛けに答え,図表4-3の製造間接費配賦表の実際配賦
基準事項数を入力する｡すると,図表4-5の実行例に認むように,差異総額
は14,657,682円の配賦不足に上る｡あえて敷街するまでもなく,これは図表
4-1の当月の製造間接費街10,050,000円の1.5倍にも達する｡これでは厳密
な原価計算を標樗する個別原価計算の存在意義すら打ち消されかねないであろ
う｡
V.ケース2
費t闇J原価計算表に集計された直接費は部門別計算を経ずに直接に個別原価
計算に送るが,費目別原価計算表に集計された間接費は部門別計算を経て個別
原価計算を行う場合には,まず,図表4-1に集計されている間接材料費,間
接労務費および間接経費の三つの間接費について部門費集計表を作成し,次い
でこれから部門間接費配賦表を経て原価計算票を完成する必要がある｡本仮設
企業について部門費集計表を作成すれば,図表5-1のようになる[JPC,原価
(3), 52/56]｡
部門費集計表の作成は,自部門費の計算と他部門費の計算の二段階の手続き
から成る｡
まず,白部門費の計算に際しては,部門個別費と部門共通費を区別しなけれ
ばならない｡これは,この措置によって本稿の努頭で指摘した計算技術的困難
性の緩和が期待できるからである｡なぜなら,間接費の内,部門個別費は部門
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図表5-1部門費集計表
区分 儂?｢?ﾘxﾇb?ｻ造部PtJ 剳竢封薄?補助経営部門 刪鼈鼈齡ﾊ費 部門 
1 ??ｮ力部 做9?YB?
I 亊I?ﾝ驅??^(?ﾝ驅??個 都????30,000 ?#???50,000 ?ﾃ??3,000 
/一二場消耗品費 消耗_工具器一兵備品費 侘"?0,000 ?2ﾃ??21,000 釘ﾃ??
-汁 /ヽ ????12,000 湯ﾃ??3,000 ?ﾃ??
個 ?#???55,000 ?????0,000 迭ﾃ??
小計 ?900,000 鉄#???280,000 塔rﾃ??10,000 ?ﾃ??
間接労務費 朗妾工間接賃金 間接工賃金 ??ﾌ"?75,000 425,000 ?sRﾃ??Rﾃ??400,000 3,000 ??ﾃ??115,000 ?ﾃ??3"???
休業賃金 侘"?2,000 剴???1,000 
給料 侘"?46,000 鼎"ﾃ??28.000 ????145,000 
従業員賞与手当 退職給与引当金繰入額 侘"?00,000 ?C???102,000 ????37,000 
-lL ノヽ ?ﾃ#????84,000 鼎#Bﾃ??80,000 塔???
二比 ノヽ 塔Bﾃ??40,880 ?偵c??,600 迭ﾃc??,240 
‖ 那 門 質 囘?浦?丑?個 唐ﾃ??3,900 ?ﾃ??500 ??H??
小計 ?3,050,000 ?ﾃ??s??89,480 鼎C津??384,400 ?bﾃ#C?
間接経費 厚生費 ??B?ﾘ??90,000 鼎CRﾃ??267,000 塔津??44,500 鼎BﾃS??鉄??
減価償却費 ??1,000,000 鼎S???297,000 ??ﾃ??43,000 
:lt ノ 都???390000 ?3C??58500 都???
貸借料 ?"?B? 250,000 白?S???I 80,000 ??rﾃ??I 10,000 白?ﾃ??
保険料 綿??ﾈ??0,000 ????60,000 途???Rﾃ??7,000 40,000 澱ﾃ??3???
修繕料 侘"?40,000 ?#???220,000 
電力料 仄B?35,000 鼎?ﾃ??150.000 
ガス代 免ﾇB???4,000 ?Rﾃ??ﾆﾂﾃ??湯ﾃ??9,000 免ﾂﾃ??
公租公課 ?ｸ??ﾘ??00,000 劔??ﾃ??
旅費交通費 侘"?11,000 劔鼎?ﾃ??
雑費 牝ﾂ???,350,000 劔?ﾃ3S???
小計 ?6,100,000 ?ﾃ#?ﾃ??1,308,000 ?迭ﾃS??31,500 ?纉cBﾃ??
計 ?10,050,000 ?ﾃ??s??,577,480 涛3?c??25,900 ?ﾃ?2?C?
仕損費 侘"?? ? ?
自部門費計 ?10,050,000 ?ﾃ??s??,577,480 涛3?c??25,900 ?ﾃ?2ﾃ#C?
Ⅲ 竸(?YInYN?ｩXｨｧ｢?驂ﾙYInYN? 涛3?c??45,280 ?ッﾃ3#? ? 
修繕即ヨ費 ?25,900 ??ﾃ鉄?312,950 
他部門費計 ?1,557,500 ?ﾃ?づ#3?499,270 ? ?
Ⅲ合計 ???????4,970.010 ?ﾃ?bﾃsS? ?2,003,240 
16　　会計学研究第33号
図表5-2　部門費配賦基準事項
費目 僭ｩXｨｮ顏?hﾘ?合計 ?ｹ?YInR?^(?YInR?補助経営部門 刪齡ﾊ費 部門 
1 ??ｮ力部 做9?YB?
部門共通費 】二場消耗品費 儷x??N?ｩNB３?川り 鼎?30 ?ﾂ???ﾂ?
従業員賞与手当 舒馮ｸｸｲ?H??4,500,000 ?ﾃ????1,590,000 ??ﾃ??300,000 ?#???
退職給与引当金繰入額 仂???B囲??､州 ?C2?77 ?2?3 ?B?
厚生費 偖ﾘｼh什??ﾂ?山1 ??18 澱? ??
減価償却費 侘Y.磯?乂｢?ﾆﾂ?8,400,000 釘ﾃ#?ﾃ??2,520,000 田3???840,000 ??ﾃ??
貸借料 亢?(廁ｧ｢?り8｢?1,500,000 涛?ﾃ??480,000 鼎"ﾃ??60,000 ?づ??
保険料 冤ｩ??"?2,000 ?#"?,333 ?Sb?56 ?32?
電力料 僥?Y??r?1,000 汎??36 ?B?3 鼎r?
ガス代 公租公課 雑費 儷x??N?ｩNB３?100 鼎b? ?r?7 ??
補助部門費 動力部費 ?驂ﾘ?N?｢?vｒ?,000 从ｨ*"?00 ? ?
修膳部費 做9?鳧ｭB??仰 ??30 
活動を給付と看倣した場合の直接費だからである｡これにより,例えば工場消
耗品費を見てみると,間接費額は図表4-1では80,000円だが,図表5-1で
は30,000円に縮小することが分かる｡
本仮設企業では,この種の間接費は工場消耗品費を含めて計11存在する｡
しかし,この全てが各原価部門に配賦される訳ではない｡図表5-1から知ら
れるように,公租公課と雑費の二つの費目は何れもその全額が--般費部門に負
荷されている｡これは,これらの費目を配賦する適切な配賦基準事項が見当た
らないためである｡それ故,ここでは残る9費目について部門共通費の各部門
への配賦を行っているが,この配賦に際しては図表5-2の配賦基準事項およ
び事項数が使われている｡ただし,配賦基準事項数の設定は小数点以下第3位
を四捨五入し,且つ整数化するなどの事由により,これに基づいて配賦した場
令,一部の部門共通費について図表5-1との間で端数誤差による金額の不一一一
致が生じる恐れがある｡部門共通費の配賦に関する歪曲差異をプログラム
"PackO歪曲. BAS"で計算すると,図表5-3の結果を得る｡
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図表5--3　部門共通費の歪曲差異
部門共通費(工場消耗品費)の配賦
間接費予定額- 30000　　予定配賦率= 3()()　予定操業度- 1()0
交点Ⅹ-50の配賦原価=15,()00
交点Ⅹ-50の実際原価=15,001
Lbl定費F=10,OOl　　変動費率V-1()O.Ol
操業度　　40の歪曲差異ニ　ー2,0()1
操業度　　　30の歪曲差異ニ　ー4,001
操業度　　10の歪曲差異=　-8,001
操業度　　10の歪曲差異=　-8､O()1
操業度　　10の歪曲差異-　-H,OOl
変動費Ⅴ=10,001
累計ニ　　ー2,0(‖
累計ニ　　ー6,0()3
累計ニ　　ー14,004
累計=　　-22,005
累計ニ　　ー3(),()06
部門共通費(従業員賞与手当)の配賦
間接費f･定額- 120OOOO f定配賦準-. 266666666666667
交点Ⅹ-2250000の配賦原価-600,000
交点Ⅹ-225()000の実際原価-600,()02
固定費F-400,001　変動費宰Ⅴ-0.09　　変動費Ⅴ-400.OOl
操業度2190()OOの歪曲差異ニ　ー10,668　　累計-　-10,668
操業度1590000の歪曲差異ニー117,335　　累計-　128,()()3
操業度　30()OOOの歪曲差異ニー346,668　　累計-　1474,671
操業度　300000の謡曲差異--346,668　　累計ニ　ー821.338
操業度12OOOOの歪曲差異ニー378,668　　累計ニー1,ZOO,O()6
部門共通費(退職給与引当金繰入額)の配賦
間接費予定額-84000　　T,走配賦率- 16H f,'定操業度- BOO
交点Ⅹ-25()の配賦原価-42,0()()
交点X-250の実際原価-42,O()1
固定費F-28,001　変動費率Ⅴ-56.00　　変動費Ⅴ-28,001
操業度　　243の歪曲差異=　　1785　　累計-　　　-7H5
操業度　177の歪曲差異ニ　ー8,177　　累計-　　-8,963
操業度　　33の歪曲差異ニ　ー24,305　　累計ニ　ー33,268
操業度　　33の歪曲差異ニ　ー24,305　　累計-　-57,573
操業度　　14の歪曲差異-　-26,433　　累計-　-料,006
累計
累計
累計
累計
累計
2,001
6, 003
14, OO4
22, 005
30, 006
予定操業度-4500000
累計
累計
累計
累計
累計
累計
累計
累計
累計
累計
部門共通費(厚生費)の配賦
間接費戸定額-890()O() lp定配賦率=14833.3333333333　T,定操業度=60
交点X-30の配賦原価-445,000
交点X-30の実際原価-445,OOl
llll定費F-296,667　　変動費率V-4944.45　　変動費V-296,667
操業度　　30の歪曲差異ニ　　　ー1　累計
操業度　　18の歪曲差異= -118,667　　累計
操業度　　　6の歪曲差異- -237,334　　累計
操業度　　　3の歪曲差異ニー267,00()　累計
操業度　　　3の歪曲差異ニー267,000　　累計
部門共通費(減価償却費)の配賦
-1
-118,668
-356,001
-623,002
-890, 0()2
累計
累計
累計
累計
累計
10, 668
128, 003
474,671
821,338
1  2〔 0, 006
785
8,963
33, 268
57, 573
84, 006
1
118, 668
356, 001
623, 0()2
890, 002
17
18　　会計学研究第33号
間接費予定額-780000　T,定配賦率-9.28571428571429D-()()2　予定操業度-8400000
交点X=4200000の配賦原価-39(),000
交点Ⅹ = 4200()()()の実際原価- 39(), ()02
Ir-;l定費F-260,()Ol　変動費率Ⅴ-0.03　変動費Ⅴ-260,0()1
操業度42OOO()()の蒲曲差異-　　　12　　累計=　　　　-2
操業度2520000の否曲/tf.::舛ニー104,OOl　　累計-　-104,003
操業度　63OOOOの#_llfl差異ニー221.OOl　　累,汁ニ　ー325,()()4
操業度　84OOOOの兼曲差異ニー208,O()1　累計-　1533.()05
操業度　210000の歪曲差異-1247,001　累計ニ　ー780,006
部門)t･通費(賃借料)の配賦
間接費T,定額- 25()OOO　　予定配賦率-. 166666666666667
交点Ⅹ=75000()の配賦原価-125,000
交点X=75()()nnの実際原価-125,001
lF,l定費F-83,334　　変動費率V-0.06　　変動費V-83,334
操業度　9()()()00の歪曲差異-　16.666　　累計-　　16,666
操業度　4ROOOOの歪曲差粍-　-30,001　累計ニ　　ー13,335
操業度　42000の11!.曲差異ニ　ー78.667　　累計ニ　　ー92,()03
操業度　600()0の歪曲差異-　-76,667　　累計-　-168.670
操業性　18000の歪曲差異ニ　ー81,334　　累計-　-250,004
累計
累計
累計
累計
2
()  0
325, 004
533, ()05
78 , 006
f定操業度- 1500000
累計:-　1 ,666
畑.黒-;
累計-　202,001
累計!-　283,335
部門共通費(保険料)の配賦
FF胴妾費T,定額- 9000O　　予定配賦率-45　　Tl定操業度- 20()()
交点X-100Oの配賦原価-45,000
交点Ⅹ-1000の実際原価-45,()01
固定費F-30.()01　変動費率Ⅴ-15.OO　　変動費Ⅴ-30,001
操業度　　222の歪曲差異ニ　ー23,341　累計ニ　　ー23,341
操業度　1333の丑曲差異-　　9,988　　累計ニ　　ー13,353
操業度　156の歪曲,7-::輿-　-25.321　累計-　　-38.674
操業度　　156の丑曲差異ニ　ー25,321　累計ニ　　ー63,～)95
操業度　133の充曲差異ニ　ー26.011　累計ニ　　ー90,()()6
部門共通費(電力料)の配賦
間接費T,定額-635()()()　予定配賦率-635　　(,定操業度-10OO
交点Ⅹ-5()()の配賦原価-317,500
交点X-500の実際原価-317,500
r■‡'1定費F-211,667　　変動費率Ⅴ-211.67
操業度　　630の動Il卜差異-　55,O33
操業度　　236の動柏差異ニー111,76()
操業度　　　24の歪曲差異ニー2Ol,507
操業度　　　63の歪曲差異ニー184,997
操業度　　　47の歪曲差異ニー191,77∩
変動費Ⅴ=211,667
累計=　　　55,∩33
累計=　　-56,728
累計-　--JZ58,235
累計ニ　ー443.232
累計ニ　ー635.()()2
部門共通費(ガス代)の配賦
間接費(,定散-54000　(,定配賦率-54()　T,走操業度- 1()0
累計i=　23,341
票許≡　設喜喜冒
累拙-　83,972
累計:- 109,983
累計
累計
累計
累計
累計
55,033
166, 793
368, 300
553, 297
745, 068
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交点Ⅹ-50の配賦原価-27,000
交点Ⅹ-50の実際原価-27,0()2
固定費F-18,001　変動費率Ⅴ=180.01　変動費Ⅴ-18,001
操業度　　46の歪曲差異ニ　ー1,441　累計ニ　　ー1,441
操業度　　17の歪曲差異-　-ll.881　累計ニ　　ー13,323
操業度　　17の歪曲差興ニ　ー11,881　累計ニ　　ー25,204
操業度　　20の歪曲差異ニ　ー10,801　累計ニ　　ー36,(〕∩5
盲累副-
儒許≡
卜累計-
図表5-4　補助部門費の歪曲差異
補助部門費(動力部門費)の配賦
間接費T,定額-931600　　予定配賦率-931.6　　予定操業度- 1000
交点X-500の配賦原価-465,鵠oo
交点X-500の実際原価-465,801
画定費F-310,534　　変動費宰Ⅴ-310.53　　変動費Ⅴ-310,534
操業度　　800の歪曲差異- 186,319　　累計-　186.319
操業度　　200の歪曲差異- -186,321　累計-　　　　-2
1,441
13, 323
25, 204
36, 005
186,319
372, 640
補助部門費(修繕部門費)の配賦
間接費予定額-625900　　予定配賦率- 10431.6666666667　　予定操業度-60
交点Ⅹ-30の配賦原価-312,950
交点Ⅹ-3口の実際原価-312.951
固定費F-208,634　　変動費率V-3477.23　　変動費V-208,634
操業度　　30の歪曲差異ニ　　ー1　累計-　　　-1　卜累副=　　1
操業度　　30の歪曲差異-　　1　累計ニ　　　ー2　凍計:-　　　2
次に,他部門費の計算に移るが,この場合は補助部門の内,一一一般費部門を除
く補助経営部門のコストのみを直接配賦法で製造部門に配賦すれば良い｡配賦
に関する必要データは図表5-2に用意されている｡補助部門費の配賦に関す
る歪曲差異をプログラム"PackO歪曲. BAS"で計算すると,図表5-4の結果
を得る｡
さて,部門別計算の歪曲差異が出力されたので,最後に個別原価計算を行い
原価計算票とこれに含まれる歪曲差異を析出しよう｡
ここでは,二つの製造部PtJと一般費部門とについて,それぞれ予定配賦率を
計算しなければならないが,ケース1との比較を妨げないため,この計算の基
礎となる予算期間における各部門の間接費予定額と予定配賦基準事項数が次の
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ように見積もられたと仮定する　UPC,原価(3), 98]｡すなわち,
項目 ?ｹ?YInS?製造部門2 ?ｩLｩN?InR?
変動部門間接費予定額 ?ﾃSS2ﾃs?冷?,119,450円 ??ﾃ???
固定部門間接費予定額 ?ﾃ?bﾃ#??,855,550 ?ﾃ鉄津#C?
予定直接作業時間総数 ?????l,900h ?"ﾃ???
である｡因みに,本表での変動部門間接費予定額と固定部門間接費予定額の総
和は10,606,400円で,ケース1での製造間接費予定額に合致する｡
この設例について部門間接費配賦表を作成するには,まず最初に,各部門間
接費の予定配賦率を
製造部門1:
製造部門2:
一般費部門:
2,553,790円+2,906,210円
21,000h
1,119,450円+1,855,550円
21,000h
212,160円+1,959,240円
21,000h
-260円/h
-2 0円/h
-66円/h
と計算し,これを部門間接費配賦表の予定配賦率欄に記入しなければならな
い｡そして次に,作業月報から実際の直接作業時間数を調べ,これを部門間接
費配賦表の実際配賦基準事項数欄に記入して各指Lx]書への配賦額を求めねばな
図表5--5　部門間接費配賦表
部門 ?ｹ?YInS??ｹ?YInS??ｹ?YInS?俘xﾇb?冷?
予定配賦率 ?c?D｢??#S?鬻?田fﾒ??
実際配賦基準 僭ｩXｨｮ顏?配賦額 lHJ 僭ｩXｨｮ顏?配賦額 (円) 僭ｩXｨｮ顏?配賦額 (円) 
敬.配賦額 倬hﾘ?B?馼ﾘ?B?馼ﾘ?B?
指図書番弓- 中ｒ???中ｒ?
1 ?ﾃ?R?71,900 ?ﾃCコ?71,250 ?ﾃ3??17,800 ?ﾃ??鉄?
2 涛#?239,200 都cR?91,250 ?ﾃcコ?11,210 鉄C?cc?
2 ?ﾃc3?943,800 ?ﾃ鉄?737,500 澱ﾃS??34,280 ?ﾃ?RﾃS??
4 ?ﾃイ?478,400 ?ﾃS??75,000 ?ﾃ3C?220,440 ?ﾃ?2ﾃイ?
5 迭ﾃCCR?,415,700 ?ﾃ??950,000 湯ﾃ#CR?10,170 ?ﾃ都Rﾃピ?
6 釘ﾃ3S?1,131,000 ?ﾃ??500,000 澱ﾃ3S?419,100 ?ﾃ????
合計 ?づ??4,680,000 ?"ﾃS??,125,000 ??S??,013,000 湯ﾃ?づ??
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図表5-6　原価計算票
指図書番号1
数量10台
費tJ 仞?｢?
直接材料費 都sづ?2?
主要材料費 
買入部品費 ?cRﾃS??
小計 ?ﾃ?2ﾃSS2?S2ﾃsS?
直接労務費 
機械⊥賃金 
組立二工賃金 ?途ﾃ??
小計 都S?sS?C???
直接経費 
外注加工賃 
型代 ?づ??
小計 鉄づ??
直接費計 ?ﾃゴ"ﾃ3??s???
製造間接費 
1製造部門費 
2製造部門費 ?s?#S?
一一一一一般費部門費 ??ﾃ??
製造間接費計 ?ﾃ??鉄?
合計 ?ﾃ?2ﾃ#S2??
他勘定振替 
他勘定より振替 
他勘定へ振替 ??
小計 ??
仕損費 ??
製品製造原価 ?ﾃ?2ﾃ#S2?
製品単位原価 ??ﾃ3#R?
らない｡こうして完成した部門間接費配賦表は図表5-5のとおりである｡ま
た,本表から指図書番号1の原価計算票を作成すれば,図表5-6のようにな
る[JPC,原価(3), 99f.]｡ただし,ここでの直接費のデータはケース1と同じ
仮定の数値を使用した｡
さて,以上で準備が整ったので,ケース1で注意した点に留意しつつ,再び
プログラム"PackO歪曲. BAS"を使って歪曲差異を計算すると,図表5-7の
出力を得る｡
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図表5-7　部門経由個別原価計算の歪曲差異
プログラム名.'PackO諦澗7. BAS
歪曲差異の計算プログラム(交点X-r)()%&F-Vの自動決定)
個別原価計算(部門を経由する場合) -一･製造部門1
闘技仰f定額-5460OOO　　予定配賦率-26O T,定操業度-21000
交点X-1O500の配賦原価-2,73O.()OO
交点Ⅹ- 1()500の実際原価-2, 730,0()2
回定費F-1,820,001　変動費率V-86.(37
操業度　1815の歪曲差異= -1,505,401
操業度　　920の歪曲差異- -1,66O.534
操業度　3630の歪曲差異ニー1,190.Sol
操業度　1840の否曲差興ニー1.501,06H
楳某度　5445の亜曲差異ニ　ー876,2()1
操業度　435()の歪曲差異ニー1,066,nnl
変動費Ⅴ-1,820,0()1
累計ニー1,505,401
累計- -3.165.935
累計ニー4,356,737
累計ニー5,857,804
累計ニー6,734,006
累計- -7.A()(),()07
個別原価計算(部門を経由する場合) -製造部門2
間接費戸走散=2975()OO T,走配賦率-25()　予定操業度- 11900
交点Ⅹ-595()の配賦原価-1,487,500
交点Ⅹ-5950の実際原価-1,487,500
lll'1定賛F-991, 667　　変動費率Ⅴ-83. 33
操業度　1485の歪曲差異-
操業度　　765の歪曲差興-
操業度　　295)()の歪曲差賢-
検案度　1500の歪曲差異=
操業度　　3H()()の歪曲差異-
操業度　　2()00の歪曲差輿-
-744. 167
-864,167
- 5()0, 00()
-741,667
-358, 334
-658, 334
変動費Ⅴ-991,667
累計ニ　ー744,167
累計- -1,6()8,334
累計= -2,108,334
累計ニー2,850,002
累計ニー3,2O8,335
累計ニー3,866,669
個別原価計節(部門を経Fhする場合) -　一般費部門
間揺賓(,定額-2171400　　f定配賦率=66　　T,定操業度-3290()
交点X-1(i450の配賦原価=1,OH5,70()
交点Ⅹ=16450の実際原価=1,OH5,702
同定費F-723,8Ol　　変動費率V-22.0()
操業度　3300の虐曲差異-
操業度　1685の歪曲差異-
操業度　6580の斜tll差異-
操業度　　334∩の歪肘1差異-
操業度　　9245の歪曲茶界-
操業度　　6350の諌曲差異-
-578,601
-649,661
-434, 281
-576,841
-317,n21
-444,401
変動費Ⅴ-723,8()1
累計-　-578,601
累計ニー1,22H,262
累計ニー1,662,543
累計ニー2,239,3糾
累計ニー2,556,406
累計ニー3,000,807
累計∃ -1,505,401
累計: -3,165,935
1
累計: -4,356,737
1
累計-5,85,7,804
1
累計ど-6,734,006
1
累計: -7,80(),OO7
累計
累計
累計
累計
累計
累計
744, 167
1,608,334
2, 108,334
2.850,002
3, 208, 335
3,866,669
累計:t-　578,601
累計: -1,228,262
1
累計: -1,662,543
累計1 -2,239,384
I
累叫-2,556,406
累計: -3,000,807
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Ⅵ.結
さて,結果を総括する段階に立ち至った｡果たして部門別計算は,給付単位
原価計算を覆う件の計算技術的な困難性という暗雲を霧消する有効策なのであ
ろうか｡
部門別計算を伴わない個別原価計算(ケース1)の場合,図表4-5による
と,その歪曲差異は六つの指図書の全体で14,657,682円,指図書#1につい
ては2,826,224円であった｡
これに対して,部門別計算を実施する場合(ケース2),部門共通費の配賦
から生じる歪曲差異は図表5-3から4,158,417円,補助部門費の配賦から生
じる歪曲差異は図表5-4から372,642円,それに個別原価計算の歪曲差異は
図表5-7から六つの指図書の全体で14.667,483円,指図書#1については
2,828,169円であったので,都合,六つの指図書の全体で19,198,542円,指
Lx]書#1については7,359,228Hとなる｡纏めると,
全体　　　　　　指図書#1
ケース1　14,657,682円　　　2,826,224円
ケース2　　19,198,542　　　　　7,359,228
差　　　　　4,540,860円　　　4,533,004円
となる｡
指図書の全体についても,また指図書#1についても,歪曲差異の金額は部
門別計算を実施する場合の万が大きい｡しかも,個別原価計算自体の歪曲差異
は部門別計算を実施すると否とに拘らず,ほぼ同額であるので,両者間の金額
の差(全体について4,540,860日,指図書#1について4,533,004トIj)は部門共通費
と補助部門費の配賦から生じる歪曲差異の大きさ4,531,059円(-4,158,417rlJ
+372,642円)によって惹起されたものと解することができる｡
この事実を前に我々は,部門別計算が計算技術的困難性の解消に少しも役
立っていないばかりか,その足伽にすらなっているとしか結論できない｡この
直ちには首肯し難い状況の真休日ま何か?
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解く鍵はLx]表5-4に見つかる｡これによると,修繕部門費の配賦は歪曲差
異を殆ど生じていない｡否, EDVに特有の計算誤差を顧慮すれば,歪曲差異
は0に等しい｡何故この様なことになるのかと言えば,この場合の交点Ⅹの
位置は予定操業度の半分の30hにあるが,修繕部門費の配賦に用いられた配
賦基準事項数もこれと同じ30hと30hである｡既に述べたとおり,交点Xで
は配賦原価と実際原価は共にl司額となり,歪曲差異も発生しない｡硯に図表5
-4でも,配賦原価312,950円,実際原価312,951円となっている｡
このことから我々は,その時々に適用される個々の配賦基準事項数が交点Ⅹ
の近傍になく,座標原点や予定操業度の方に偏在する場合,たとい統計学の知
識を借りてその間接費に最適な配賦基準事項を選んだとしても,巨額な歪曲差
異の発生は避け難くなるという原価現実から目を逸らしてほならないであろ
う｡
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